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要約 

 私達は独楽がどうしたらより長く回すことができるのかということを調べた。独楽は日本で古来から親しまれて

いた玩具だ。独楽をより長く回すためにおこなった実験では，人為的な力が加わらないように，独楽を回す実験装

置をつくった。おもに独楽にまく紐の種類をかえることによって，より長く回せるように実験した。 

 

Abstract 

 We researched how we could spin a top longer. The top is a toy which has been popular in Japan since ancient. 

We made an experiment to spin a top longer. We needed an experimental device not to add artificial power to 

the device. Mainly, we exchanged several spring to wind top. We made an experiment by changing strings of a 

top to spin a top longer than before. 

 

キーワード 独楽 糸引きゴマ タコ糸   ビニール紐 
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1.序論 

私たちは今回独楽と紐との回転数の関係について研

究した。調べようと思ったきっかけはさまざまな紐を

使って1分間に独楽が何回転するのかという先行研究

をみて、今回の研究に至った。その先行研究では，人

が独楽を引いて実験されていたため，独楽を引く力が

一定でないことが分かりこれでは定量的なデータが得

られないのではないかと思い，定量的なデータを得る

ために独楽を自動で回す装置を作り独楽と紐との回転

数について研究した。 

 

2.自動で独楽を回す装置 

この装置は糸引きコマとモータを同じ高さで固定し，

コマに紐を巻きつけてモータで紐を引く装置だ。 

なお，モータには乾電池を５個，直列に繋いだ。 
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3．実験① 

この実験では糸引きコマを使い，糸引きコマの軸に

一定の長さ(６７㎝)に調節した３種類の紐(荷造り紐，

pp ロープ，タコ糸)を巻きつけてどの紐を使うとよく

回るのか実験回数を２０回に設定して研究した。 

 

(1)仮説 

紐の表面が粗いものほど摩擦力は大きくなるので，

回転数は 

タコ糸＞ppロープ＞荷造り紐 

という結果になるのではないかと予想した。 

 

(2)実験結果 

 

表1.それぞれの糸の種類の回転数の結果 

 

 

 

 

グラフ1.回転数の標準偏差 

 

(3)結論 

 回転数が多ければ，独楽も長く回る。 

タコ糸と荷造り紐を比べると差は少ししかなかったが，

ｐｐロープと比べると明らかなさがあった。この違い

は pp ロープがねじれているため表面積が荷造り紐の

表面積よりも小さいのではないかと考える。 

タコ糸と荷造り紐では回転数がさほど変わらなかった

が，同じ材質である荷造り紐とｐｐロープでは差があ

った。 

 

4.実験② 

 この実験では、独楽に紐を巻く巻き数をかえ、独楽

と紐との摩擦がどのように回転数に影響するのか、そ

して、巻き数がどのように回転数に影響するのか調べ

る。 

 

(1)仮説 

 巻き数が多いほど回転数がふえると思う。 

 

 

 

 

 

 

 



   

(2)実験結果 

 

表2.紐の巻き数をかえて実験した回転数の結果 

 
 

 

下の表３の標準偏差は，回転数の平均の差の２乗の

総和を出し，それを実験回数で割り平方根で計算した。

尚，割り切れない場合は小数第３位を四捨五入した。 

 

表3.それぞれの結果の標準偏差 

 

 

 

 

グラフ 3. 紐と独楽との回転数の平均値と標準偏差を

表したグラフ 

 

(3)結論 
 pp ロープよりタコ糸の方が全体的に回転数が多か

った。 

このことから pp ロープよりタコ糸の方が摩擦の力

が大きい。 

両方の紐が，2巻きと3巻きの回転数の差があまり

なかった。 

 

5.考察 

２巻き以上だと独楽に加えるスピードが殆ど伝えら

れないことは予想外だった。 

独楽を引くスピードと独楽が回るスピードが近づい

てきたため回転数の差が小さくなってきたと考えられ

る。 

 

6.今後の課題 

ppロープとタコ糸の紐の摩擦係数を計測し，実際に

タコ糸の方が摩擦力が大きいのかを確かめる。 

他の種類の紐の摩擦係数を調べ、独楽を長く回すこ

とができる最良の紐を見つける。 

糸の種類
巻き数 １巻き ２巻き ３巻き １巻き ２巻き ３巻き
実験回数
1回 11 33 40 14 27 20
2回 16 39 42 12 23 63
3回 17 33 38 10 19 45
4回 16 34 42 14 24 24
5回 17 32 47 13 28 24
6回 18 33 43 13 20 29
7回 18 40 43 16 23 24
8回 17 41 44 10 25 42
9回 20 43 39 9 47 23
10回 18 37 45 15 21 25
11回 18 41 37 27 28 34
12回 19 41 44 18 26 27
13回 21 34 41 14 45 42
14回 19 44 40 13 25 23
15回 22 44 39 15 27 31
16回 23 39 42 17 23 28
17回 14 39 44 14 34 24
18回 24 40 36 22 29 28
19回 23 39 45 16 21 24
20回 23 40 38 21 36 33

平均 18.7 38.3 41.45 15.15 27.55 30.65

タコ糸 ppロープ

糸の種類
巻き数 １巻き ２巻き ３巻き １巻き ２巻き ３巻き
平均値 18.70 38.30 41.45 15.15 27.55 30.65
標準偏差 3.23 3.76 2.92 4.21 7.43 10.10
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